O パソコンと周辺機器の電源を切り、 

パソコンの電源ケーブルをコンセントか！5抜きまず。 

0 パソコンのルーフカバー、曰インチベイのカバーを外し、 


^ © SiS インチベイに巧り付ける場合 

•• ^考 本製品の取り付け金具のネジを外し、取り付け 
金具を取り外してから 3. 5インチベイに取り 
付けます。 


本製品を取り付けます。 

パソコンのルーフカバーの外しち、 

5インチベイのカバーの外しち、取り付けちは 
パソコンの取扱説日月書をご覧ください。 


0 各ケーブルを接続しまず。 

① 電源ケーブル 

パソコン本体から出ている電源ケーブルを本製品の電源コネクタに接続します。 

② IDE フラットケーブル 

パソコン本体から出ている IDE フラットケーブルを、本製品の IDE コネクタに接続します。 
プライマリー(1系列目）またはセカンダリーに系列目）を充分確認し、接続してください。 

# ケーブルを是し込むときは、ケーブルの向きにご注意ください 

逆向きだと差し込めないようになっていますが、無理に差し込もうとすると、コネクタを破損 
する恐れがあります。コネクタを巧き差しする場合は、ピンカ浙れないようにコネクタをまつ 
すぐにして行つてください。ピンが巧れると正常に動作しません。 


電源ケーブル 

電源ケーブルのコネクタの切 
り夕き部と、電源コネクタの 
切リタき部力をうように挿入 
します。 



■ DE フラットケーフル 

IDE フラットケーブルのコネクタの中央にある凸部が、 IDE コネ 
クタの切リタき部と合うように挿入します。仲央の凸部がない 
場合は、ホい線とコネクタの1ピンの向きを合わせてください。） 



切り巧き部 


IDE フラット 
ケーブル 


IDE 

コネクタ 



〇 添付の取り付けネジで本製品を固定します。 

お使いの機種によって、ネジ巧の場所や数が異なります。 

詳しくはゾぐノコンの取巧説明書をご覧ください。 

0 パソコンのルーフカパーを取り付け、ケーブル 
や周辺装置を元に戾しまず。 


参考^ 


本製品は、空いている5インチベイと 
3-5 インチベイに取り付けることができます。 


•5 インチベイとは 

CD - ROM ドライブと同じ大きさの内蔵ドライブを巧り付けら 
れる場所のことです。通常は、こちらに取り付けてください。 

•3.5 インチベイとは 

フロッピーディスクドライブと同じ大きさの内蔵ドライブを取 
り付けられる場所のことです。5インチベイが空いていない場 
合は、こちらに取り付けてください。 

■タワー型パソコンの場合 





取り付ける 


龜 


•機種によってイラストは多少、異なります。詳しくはノ \°ソコン本体取扱説日月書をご覽ください。 
•本製品は動作時、非常に高温になります。風通しの悪いファイルベイ位置や周リカ谓ミ品とな 
るよラな位置は、さけて取り付けてください。 

参2つしかコネクタがない IDE フラットケーブルカ <パソコンに取り付けられていた場合は、別 
途 IDE フラットケーブルが必要です。 


「… DATA 



它 ly トア ly ブガすド 

MOI シリー^ 



152230 -01 


本製品のセットアップ作業を説明しています。手順にしたびって作業を巧ってください。 

本製品のその他の基本操作、 Q & A などについては、添付の r ヴポートソフト」内にあるオンラインマニュアルをご覧ください。 




① ヴポートソフトを CD-R 日 M ドライブにセットします。 

② [オンラインマニュアルを読む]ボタンをクリックします。 

X オンラインマニュアルじ(外でも弊社ホームぺージ ( http :// www.ioda ね. jp / suppo 「 t /) にて Q&A を用意しております。 
本製品が正常に動作しない場合はそちらもご覧ください。 


※図は実際とは多少異なる場合があります。 


内容物を確認する 



□ 取り付けネジ (4 個） 

^ ^ 


□ 強制イジェクト•ピン 



□ ①はじめにお読みください （1 巧） 

囚^②セットアップガイド(本書：1枚） 

□ ⑤ MS - D 0 S(PC DOS ) でお使いになる場合 （1 枚） 


2 


スイッチを設定する 

本製品を取り付ける前にドライブ背面のスイッチを 
設定する必要びあります。 


ち記 ■iiii 巧化 动’涨 II 酷— をご覧になり、本製品背面のスイッチを 
『マスター』または『スレーブ』（出荷時設定）のどち5かに設定します。 



『マスター ( MA)J 


『スレーブ ( SL )』 


『ヶ-カレセレクト ( CS)J 


參通常は使用しません。 




PC98-NX シリーズをご使用の場合のご注意 

セカンダーリスレーブに接続するとパソコンが正常に起動しない場 
合がありますので、本製品をプライマリースレーブまたはセカンダリ 
ーマスターで 使用してください。 


■…か 1 P ぶ ^^ liMI 


本製品を取り付ける場所を決めてか!5、左記の通り設定してください。 

参本製品は IDE 機器としてパソ〕ン本体に接続します。 

"パソコンに接続できる IDE 機器は最大4台まで" 

■バソコン本体には、じ(下の2つのコネクタがあります。 

『プライマリー』 （ PRIMARY ) DE 1 の場合があります。 

『セカンダリー』ほ EC 0 NDARY ) 時 IDE 2 の場合があります。 

■『プライマリー』『七カンダリー』のそれぞれに、 IDE フラットケーブル(夕ぺージ参照） 
を使用して、切下の2台ずつ、計4台までの IDE 機器を接続することができます。 


参接続例 

一般的な/ぐノコンでの接続例です。 
空いているコネクタに接続するか、 
すでにお使いの CD-ROM ドライブ 
などと交換してくださし、。 


『セカンダリ ー J コネクタ - 
『プライマリー山コネクタ- 



『七カンダリ ー J に… 

♦2 台接続する場合 
どちらかを『マスター』 

もラー方を『スレーブ'』 
•本製品のみ巧続する場合 
『マスター』 


IDE フラットケーカレ- 



-八’ソコン本体の標準の 
八ードディスク:『マスタ ー J 


『プライ7リー J に 
接続する場合は、 
『スレーブ』 




インスト ー ルする 



参 Windows XP / 2000の場合 

コンピュータの管埋者 ( Administrator ) グループに属するユーザーで□グオンしてください。 


•旧パージョンの rMo ソフトウェア J がインストールされている場合 
あらかじめ旧バージヨンを削除してください。 


• MS - DOS(PC DOS ) でご使用の場合は、別紙【③ MS - D 0 S(PC DOS ) でお使いの場合】をご覧ください。 


〇 パソコンの電源を入れます。 

〇 ヴポートソフトを CD-ROM ドライブにセットします。 

〇 CD メニューが表示されます。 

CD メニューの [M0 ソフトウェア]をクリックし、インス!ルしまず。 


MOI SERIES 

ネンラインマニュアルを謹む 
MO ソフトウェア 
RINGOWN し6 

オンラインマニュアル 

Acrobat Reader 5.0 
ユーザー最録 s する 


川 DATA 


アイ•才一•データのホームぺージ 
へ巧なします。 

http://www.iodatajp/ 


CopyrighWC) 2002-2004 卜〇 DATA DEVICEJNC. All rights reserved. 


EXIT 


自動的に CD メニューカ領示されない場合は、[マイコンピュータ] 

. ## I 力、らサポートソフト内にある [ AUT 0 RUN ] アイコンをダブルク 
リックしてくださし、。 




〇 インストール後、パソコンを再起動しまず。 

詳細についてはオンラインヘルプを参照してくださし、。 



確認する 

•本製品が正常に使えるかを確認します。 



本製品を接続し、 Windows の[マイコンピユータ]を開き、 
r リムーバブルディスク」（または「光磁気ドライブ」）ア 
イコンが表示されていれば本製品を使用できまず。 

表示されるアイコン 



V 


Windows XP では、本製品を最適なパフォー 
マンスで使用できるよラに設定することをお 
すすめします。 

右記の [Windows XP でのパフオーマンス設 
定]をご覧ください。 


^Windows XP の場合 


ゆ 



▼Windows XPl ^ ソ外 
の場合 




んな時口ま… 


アイコンが表示されていない 


0K I Q キャンセル I 通用(が 



•本製品の表示 

[FUJITSU MCx 3 xxxAP ] または 
[FUJITSU MCx 3 xxxAP - S ] と表示されます。 
(XXX には英数字が入ります。） 





































































































































































































































































































をぶほったファイル屯） 
i 捕を） 

巧まを） 

ヘルプ出） 

ファイルるを;旨ミして実行(私.. 


け Canon PIXUS 側 i ► 

^Ljiy 



MO デイスクフオーマ》 


フォ-マット/イジ王クト樹 


ル樹良変更:ツール 



スタイ11 0〇：^\] 


01^ソ下 を設定後、[開始]ボタンをクリックします。 


M 0 ディスクフォーマッタ 


ファイル(りオブシヨンり）ヘルプ(ぶ 


-ドライブ還巧- 子 

il 311399 


® クリック 


フォーマット形が：フロッビィ形巧 (F AT 16) 
セクタサイズ： 2048 Bytes/Sector 

容量： 606 MB 


フォーマットお巧- 


ごで 7ロッビィおぶ FAT 1 の 二 r *< : ②選が 

>■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■> L 


r 物理フォーマットが 


「ボリュームラべル- 


③ク IJ ツク 式*^ "…饼婚機 "..." t 閒じるに ）I が化の I 


〇 [ OK ] ボタンをクリックします。 



〇 [閉じる]ボタンをクリックしまず。 

じ Lb で 、 MO メディアはフォーマットされました。 

フォーマット後の MO メディアは一度「スキヤンデ 
长 イスク J をかけることをお勧めします。 


Windows 2000でのフオ ー7 ツト 

「 MO ディスクフォーマッタ」を使って MO メディア 
をフォーマットします。 

〇 本製品にフォーマットしたい MO メディアをセッ 
卜します。 

フォーマットしたい MO メディアを確認し、 本製品にセットします。 
アクセスランプが一度点なして、消えることを確認してください。 

〇 「MO ディスクフォーマッタ」を起動しまず。 

[スタート]一[プログラム]一 [ M 0 Utilities ]^[ MO ディスクフォー 
7ッタ]の順にクリックします。 


MO メディアをセットする 


〇 MO メディアの表側をアクセスランプに向け、 

MO メディア挿入□へカチッと音がするまでまつずぐに入れます。 


〇 アクセスランプが点な後、消えることを確認します。 

龜 


Windows NT 4.0 でお使いの場合は、必ず MO メディア 
を取り出してからパソコンを起動してください。 
セットしたまま起動すると一部の SCSI インターフェイス 
で不具台が発生する場台があります。 



アクセスランプ 


MO メディアを取り出す 


參 


•Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合は、 MO メディアの挿入■取り出しはコンピュータの 
管巧者 ( Administrators ) 権限ク V レープに属するユーザーでのみ行えます。 

Windows XP / 2000で権限を変更したい場台は、オンラインマニュアルの【権限の変更 
(Windows XP / 2000)】の項をご覧ください。 

参パソコンの電源を切る前に、必ず M 0 メディアを取り出してください。 

参アクセスランプが点灼中にパソコンをリセットしたり、電源を切らないでください。シス 
テムカ 《 不安定になつたり、 M 0 メディアのデータカ 《 破損する場合があります。 


〇 本製品のアクセスランプが点口していないことを確認します。 

〇 [マイコンピユータ]を起動し、[リムーバブルディスク](または恍磁気ドライブ]) 
アイコンをちクリックし、表示された[取り出し]をクリックします。 





①右クリック 


②クリック] =^<1 


巧"が 

1ウスプ□ーラな日 
検索(む.. 


共ちとたキュリティ(曲.. 


■ ■つた3。}地- 


巧口化し(ぶ 


切口取りの 
] ピー吃） 


ショ-トカツトの巧成©) 
をおの変更 ( M ) 


プ□バティ(垃 


參 


本製品力1親哉できなし、 M 0 メディア(たとえば 2.3 GB MO ) 
をセットした場合、本手順での MO メディアの取り出し 
はできません。イジェクトボタンによる取り出しを行 
つて < ださし、。 


•ライトキャッシュ機能により、パソコン上では書き 
込みが終了しても、本製品は動作を続けている場台 
力<あります。 

データの保全のため M 0 メディアの取り出しは、本 
手順で行ってください。 

参 M 0 メディアを取り出せない場合は、添付のイジェ 
クトピンで取り出すこともできます。詳細は、オンラ 
インマニュアル「困ったときには J の 「 M 0 メディアを 
取り出せない j 参照。 


〇 自動的に MO メディアが取り出されます。 


MO メディアをフオーマットする 


新しい MO メディアを使用ずるには、一度フオーマ 
ットを行う必要がありまず。 

ちの手順でフオーマット作業を行ってください。 


參 


龜 


Windows XP /2000 /NT 4.0 でご使用になる場合 
Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合の MO メディアのフォ 
—マツトは、コンピュータの管理者 ( Administrators ) 権限 
グループに 属する ユーザーのみ 行えます。 

Windows XP / 2000で権限を変更したし^易合は、オンラ 
インマニュアルの【権限の変更 (Windows XP / 200 0) 】の 
項をご覧ください。 


M 0 メディアに関する注意 

参すでにお使いになつていた M 0 メディアをフォーマット 
するとデータはすべて消去されます。必要なデータがあ 
る場合は、先にハードディスクなどにバックアップして 
からフォーマットしてくださし、。 

• M 0 メディアをフォーマットするには、必ずサポートソフ 
卜の 「 M 0 ソフトウェア J をインストール後、右の手順でフ 
ォーマットを行つてください。（インストール前の「エクス 
プ□-ラ J や「マイコンピュータ J の[フオーマット]は使用 
しないで < ださい。） 

参 M 0 メディアに一部読み書きできない不ちセクタができ 
た場合は、その M 0 メディアを使用しないでください。 


Windows XP でのフオ ー7 ツト 


〇 本製品にフォーマットしたい MO メディアをセッ 
卜します。 

フォーマットしたい M 0 メディアを確認し、 本製品にセットします。 
アクセスランプが一度点灯して、消えることを確認してください。 

〇 [マイコンピュータ]を開さまず。[スタート]一 
[マイコンピュータ]の順にクリックします。 

〇 [リムーバブルディスク](または[光磁気ドライ 
ス）アイコンをちクリックし、表示されたメニュ 
一内の[フオーマット]をクリックします。 



OlU 下を設定後、[開始]ボタンをクリックしまず。 


フォーマゥト-リムーバブルデイスウ化:） r ?| rx | 


①設定 户=> •捉 


容をを)： 


[603 MB 




ファイルシステムの 


ア□ケーンヨンユニットサイズ(か 


[情をのア□ケーシヨンサイズ 




ボリュームラペルが 


フォーマットオプション(か _ 

•囚クイ》ゥフォ-マットぬ> ■ * fC : チエック 

3产 V _ 


■ ■圧相を甘け!.巧 n で|" 

S -[0 S のお I がたが化巧す；が） 


⑤クリック} 


閉じるを ）I 


容量 

M 0 メディアの容量が自動的に表示されます。 

フアイ J レ 
システム 

下から選巧できます。通常は、 [ FAT ] を選巧して 
<ださい。 

• [ FAT ] :通常、このち式をお使いください。 

• [ FAT 32] :このち式でフォーマットされた M 0 
メディアは 、 Windows 95 OSRSIU 前などで 
見ること力勺?きません。 

鲁 [ NTFS ] :設定しないでください。 

アロケーション 
ユニットサイズ 

アロケーションユニットサイズが表示されます。 

ボリユームラベル 

必要に応じて入力します。 

クイック 
フォ ー7 ット 

これにチェックをつけると、一度フォーマットされ 
ている M 0 メディアを素早くフォーマットできます。 


0 [ OK ] ボタンをクリックしまず。 

今フォーマツトが開始されます。 

フオーマットには、 M 0 メディアの容量に応じた時間がかかります。 


!\ もスウをフォーマツトするじは [0K] を、が了する巧ちは梓ヤンむ月を如》ルてください。 


クリック OK J I キヤ:/セル I 


(右上の「表 j 参照) 


ドライブ選が 

本製品を選びます。 「FUJITSU MCx 3 xxxAP 」 または 
「FUJITSU MCx 3 xxxAP-SJ (x には英数字が入ります。） 

フォ ー7 ット 
形式 

じ(下から選巧できます。通常は、 r フ□ッピィ形式 
( FAT 16) J を選巧してください。 

•[フ□ッピィ形式 ( FAT 16)]： 通常、このち式をお 
使いください。 

•[フロッピィ形式 ( FAT 32)]： このち式でフォーマ 
ットされた M 0 メディアは Windows 95 0 SFU ソ 
前などで見ることができません。このお式の場合、 
[オプシヨン]メニューの[クラスタサイズ設定]じ1 
下を設定できます。 

■ に KByteJ : 2 K バイト切下の小さいファイルサ 
イズのファイルを多く使用する場合に選巧し 
ます。 

■「4 KByteJ : 2 K バイトより大きいファイルサイ 
ズのファイルを多く使用する場合に選がします。 
•[ハードディスクお式 ( FAT 16)]:設定しないでく 
ださい。 

•[ハードディスクお式 ( FAT 32)] :設定しないでく 
ださし、。 

物理フォーマット 

通常チェックする必要はありません。 

ボリユームラベル 

必要に応じて入力します。 


〇 [リムーバブルディスク]アイコンをちクリック 
し、表示されたメニュー内の [ MO フオーマット] 
をクリックします。 


|| WWW-Ini x| 


乃イルと）虑车 E を于 > 

3 

如戻る，■►，因 I 這お幸 

ァドレス屯) I 图 - 1 ] トュ -h 二] ①右 クリック， 

S 国/日 ♦イ 

3.5 イシチ FD WINME の :):! | 

• JH 8 SS 5 K 

励錢 … 

コントロール CCJ - R 0 M ( E :) 

がみし 

邸【の 

，ぶ ウスブ□-ラ蝴 
検束(巨)… 

ディスウの]ピ-の.. 

r — - 

1 いリ^^7 レ!!!^"^ 

il 巧された卜うか i ) MzaMB , 2; 



ショートカツトの巧巧を） 

をおの変を ( M ) 

ブ□バティ昭 


〇 [ OK ] ボタンをクリックしまず。 

今フォーマツトが開始されます。 

フオーマットには、 M 0 メディアの容量に応じた時間がかかります。 


A 


耳动讀廳揉源吉鑑严3。 


クリック].训 . il 村:/たル J 


0 [ OK ] ボタンをクリックしまず。 

み 


7寸-子’■■卜は正巧にだ下しました。 


クリック) りド了! 


〇 [ MO ディスク フォー マッタ]画面ち下の[排出] 
ボタンをクリックし 、 MO メディアを取り出しまず。 



[排出]を行わない場合、メディア情報が更新され 
ない場合があります。 


〇 [閉じる]ボタンをクリックします。 

じ Lb で 、 MO メディアはフオーマットされました。 


^1フォーマット後の M 0 メディアは一度 r スキヤンデ 
.-##1 イスク」をかけることをお動めします。 


Windows Me /98/95 /NT 4.0 でのフオ ー7 ツト 


〇 本製品に フォー マットしたい MO メディアをセッ 
卜します。 

フォーマットしたい M 0 メディアを確認し、 本製品にセットします。 
アクセスランプが一度点巧して、消えることを確認してください。 

〇 [マイコンピュータ]を開さます。 

[スタート] 一 [7 イコンピュータ]の順にクリツクします。 


メニュー内に [ M 0 フォーマット]と!;フォーマット] 

知 がある場合 

動作上の問題はありません。フォーマットの際には、 
[ M 0 フォーマット]を選がしてください。 




ぶ 


下を設定後、[スタート]ボタンをクリックし 
ます。 

今フオーマツトが開始されます。フオーマツトには、 M 0 メディアの 
容量に応じた時間カリ)、かります。 



容量 

M 0 メディアの容量力ち動的に表示されます。 

フォーマツトお式 

じ1下のいずれかをチェックします。 

•[クイックフォーマット]:これにチェックをつけ 
ると、一度フォーマットされている M 0 メディア 
を素早くフォーマットできます。 

参 [通常のフォーマット]:フォーマットされていな 
い購入直後の M 0 メディアをフォーマットする 
場合にチェックします。 

•[起動専用] 

※本製品では M 0 メディアから起動できません。 
XWindows 98/95の場合のみち効です。 
X 640 M バイト未満の M 0 メディアでのみち効 
です。 

フォーマット済みの M 0 メディアにシステムフ 
ァイルをコピーします。 M 0 メディアに保存さ 
れているファイルは消去されません。 

ボリユーム 
ラベル 

必要に応じて入力します。入力する場合は、ボリュ 
ームラべルをチェック後、入力します。 


〇 [閉じる]ボタンをクリックします。 



〇 [閉じる]ボタンをクリックします。 

フォーマットが終了すると 、 MO メディアが自 
動的に取り出されまず。 

じ Lb で 、 MO メディアはフオーマットされまし 
た。 



フォーマット後の M 0 メディアは一度「スキヤン 
ディスク J をかけることをお勧めします。 


使用上のごミ主意 


•本製品はパソコンのサスペンド•スタンノ Vr •スリープ •640 M /\ イト W 上の M 0 メディアについて 

などの省電カモードには巧応しておりません ♦ GAOM バイト上の M 0 メディアは圧縮ドライブとして使用 


本製品をサスペンド•スタンバイ•スリープなどの省電カモー 
ドへ移行する環境で使用する場合、省電カモードの設定は無 
効にしてお使いください。 

•本製品からの OS 起動はサポートされておりません 

パソコン本体の電源を入れる前にメディアを挿入しないでくだ 
さし、。 

•本製品を長時間、連続で使用しないでください 

本製品内部は書き込み時、かなりの高温になります。 

そのため、長時間、連続で M 0 メディアのフォーマットや書き込 
みを巧ラと、本製品の安を装置が働き、処理が中断されてしま 
5場台があります。このよラな場台は、本製品を取り外して電 
源を切りしばらくが置して冷やしてください。 

その後、中断された処理を再度行ってください。 


•本製品内部のクリーニングについて 

空気中に浮遊するゴミ•チリ、およびタバコの煙などにより、デ 
-夕の読み書きができなくなるおそれがあります。なお、タバ 
コの煙がレンズなどに付きますと、クリーニングキットでは取 
れない巧れとなる場合があります。本製品の周囲での喫煙はお 

杭うくだか、 

曰常のお手入れとしては、下記のクリーニングキットをお使い 
の上、定期的なクリーニングをお願いいたします。 


推奨クリーニングキット 

「Head CLEANER No . O 24047 OJ 盾 ± 通コワーコ株式会社) 
■面• 干 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-24-1 
西新宿=井ビルデイング 


TEL/FAX 

Web 


03-3342-5460 / 03-3342-5446 
http://www.coworco.Tujitsu.com/ 



•上記クリーニングキットをお使い < ださい 

弊社では、上記クリーニングキットでのみ動作保証を 
行つております。 

これ外の市販品では動作保証は行っておらず、本 
製品に巧してお使いにな U ますと、本製品内部の損 
傷原因となる場合がありますのでご注意ください。 


•ケーブルは、コネクタを持って取りかしてください 

ケーブルを取り外すときは、ケーブル部分ではなく、コネクタを 
持って取り外してください。 


できません。 


•Windows 3.1 および MS-DOS (PC DOS ) で使用する場合、 
ディスクドライバ 「 modiskx . sysj では、640 M バイト上の 
M 0 メディアは使用できません。 

• M 0 メディアの使用について 

• M 0 メディア内部に直接触れないでください。 

M 0 メディアカ 《 故障する原因となります。 

• M 0 メディアのシャッターにラベルを貼らないでください。 

本製品、 M 0 メディアが故障する原因となります。 

参ラベルを2重3重に重ねて貼らないでください。 

本製品内部でラベルがはがれ、本製品が故障する原因となり 
ます。 


着 M 0 メディアへアクセス中は絶巧にイジェクトやゾ\°ソコンの 
リセットや電源を切ったりしないでください。 

記録されたファイルの読み書きができなくなったり、 M 0 メ 
ディアカ喉つき、使用不可能になる場合があります。 

• M 0 メディアへアクセス中に、その M 0 メディアに巧して別の 
読み書き作業を行わないででくさい。 

• M 0 メディアの金属シャッター部がを持たないでください。 
人体に溜まった静電気が本製品内部に放電され、本製品が 
故障する原因となります。 

•誤動作や故障等によってファイルが破壊された場台、復旧す 
ることはできません。記録されたデータやプログラムファイ 
ルはあらかじめバックアップをとるようにしてくださし、。 

• M 0 メディアに 

r ディスクコピー J を使用しないでください 

Windows の「デイスクコピー」は、 M 0 メディアには巧応してし、 
ません。使用すると、エラーメッセージが表示されたり、ぐノコ 
ンが動作しなくなります。 


• NTFS フォーマットの M 0 メディアは使用できません 

NTFS お式でフォーマットされた M 0 メディアは本製品では使 
用できません。 




































































































































































































































































































































